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学校だより№９ 平成２９年１１月３０日

よ つ く ら 通 信
文責；いわき市立四倉小学校長 小川幸一

新学習指導要領の概要

「主体的･対話的で深い学び」の創造

小学校では平成３２年度、中学校では平成３３年度から新しい学習指導要領に基づく学習指導が

展開されます。これに伴い、平成３０,３１年度はこれへの移行期間としての指導が、内容の変更
や追加を伴い実施されます。

今回の改訂のテーマは、「主体的･対話的で深い学び」となっており、これは、何ができるように

なるかを明確化し、知識の理解の質を高め資質･能力をはぐくむことに重点が置かれます。

このための３つの柱は、１ 知識及び技能 ２ 思考力、判断力、表現力等 ３ 学びに向かう

力、人間性等 とされています。

つまり、知識及び技能を確実に身につけ、他と協調しながらこれを基に考え、判断し、そして自

分の考えを表現しながら問題を解決する。そして、更なる新しい問題解決に当たるたくましさを育

てるというものです。

そのための改善事項として次の内容が重視されます。

１ 言語事項の確実な育成；語彙の確実な習得、情報を正確に理解して適切に発表や作文で表現す

る、書く活動の重視

２ 理数教育の充実；必要なデータを収集･分析し課題を解決する

３ 伝統や文化に関する教育の充実；古典やわが国の言語文化、文化財や年中行事の理解等

４ 道徳教育の充実；「特別の教科 道徳」の新設 多面的に考えたり議論したりする道徳教育

５ 体験活動の重視；他者との協働の重要性を実感する体験活動

６ 外国語教育の充実；３･４年生年間１５時間、５･６年生年間５０時間の学習 １５時間増

これから求められる力は、情報（文章、会話、現象等）を正確に理解し、これまで身につけた知

識や技能を用いて多面的に考え、判断し問題を解決する能力とともに、自己の主張を根拠を明らか

にしながら正確に伝える力であると言えます。

次の問題は、今年の５年生が行った福島県学力テストの問題です。普段から本や新聞を読んだり、

文章を書いたりすることをしていないと抵抗があるかもしれません。

取材メモをもとに、新聞に載せる文章を次の点に注意して書く。
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（福島民有新聞 １１月２８日版）

上の記事は、読解力の現状と危機感を記したものです。普段から、主語と述語、５Ｗ１Ｈ（いつ、

だれが、なにを、どのように、どうした）をしっかり意識した会話や文章記述を心がけることの大

切さを痛感させられます。

１２月の行事
５日(火)集金日（低）学力向上面談 下校 13:45 １３日(水)学力向上面談 下校 13:45

6 年生 TV 電話によるｱﾁｪとの交流 １４日(木)登校班話合い ２･３年５校時限
６日(水)集金日（中）学力向上面談 下校 13:45 ２０日(水)３年５校時限
７日(木)集金日（高）学力向上面談 下校 13:45 ２１日(木)２･３年５校時限

１０日(日)～ 1/7 年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動 ２２日(金)第２学期終業式 下校１１：３０
１２日(火)４年生シニア体験学習 ２３日(土）天皇誕生日

学力向上面談 下校 13:45 ２４日(日）冬休み (～１月８日)

＜心の教育相談員来校日＞ ＜学校司書来校日＞
５・８・１１・１３・１８・２０日 １・７・８・１５日

ＰＴＡバザーへのご協力 ありがとうございました

１１日（土）にＰＴＡバザーが行われ、たくさんの保護者や地域の方々にご来校いただきま

した。当日は、ご寄附によって集められた品物の物品販売、くじ、手作りお菓子、揚げたこ焼き、

焼きそば、フランクフルト、カキ氷、チョコバナナジュース他、五目ごはん他、野菜の様々なコー

ナーがあり、各コーナーは大忙しでした。当日は私事で参加できなかったのが非常に残念ですが、

盛況振りをうれしく思うのとともに、これまでの役員はじめ担当された保護者の皆さんのご尽力に

深く感謝します。

約３１万円もの収益があったようで、これらを子ども達のために支出していくということでさら

に感謝に耐えません。本当にご苦労様でした。そして、ありがとうございました。


